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半導体・デバイス

幅広い顧客への価値の還元

BAO（専務執行役）

BAO（専務執行役）

BAO（執行役副社長）

BAO（常務執行役）

多様な
データの集約

デジタル・エンジニアリングとは、お客様から得られたデータをデジタ
ル空間に集約・分析し、知恵を出し合うことでさらなる価値提供を行っ
ていくこと。グループ内外の知見の融合と共創により、進化した統合ソ
リューションを提供していきます。

循環型デジタル・エンジニアリングを行っていくべく、幅広い顧客を横
通するデジタル領域のアセットを強化しています。

各事業領域を管轄する5つのビジネスエリアの経営体制を進化・発
展。BAオーナー(BAO)が、担当BA内の横断的な事業強化やBA間で
の連携を推進。新事業育成、資産効率の向上、事業ポートフォリオ戦
略を牽引しています。

活力とゆとりある社会を実現する三菱電機の取り組みは、それぞれの事業分野

に留まらず、分野を超えたシナジー創出、サステナビリティに向けた取り組み

など多種多様です。それぞれの概要や特長に、ズームインしてご紹介します。

実現に向けた三菱電機の経営戦略

目指している企業の姿

この企業理念を三菱電機の存在意義ととらえています。

その存在意義の原動力となる「たゆまぬ技術革新」と「限りない創造力」で連鎖的な相乗効果を生み出し、

活力とゆとりある社会の実現に貢献することを目指します。

循環型デジタル・エンジニアリングに
よる社会課題解決 ビジネスエリア（BA）経営体制の変革

ZOOM 三菱電機IN

私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、
活力とゆとりある社会の実現に貢献します。

“Changes for the Better”は「常に良いものをめざし、変革していきます」という

三菱電機グループの姿勢を意味するものです。

私たちは、ひとりひとりが変革へ挑戦し続けていく強い意志と情熱を共有し、

『もっと素晴らしい明日』を切り拓いていくことをお約束します。
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ZOOM 三菱電機IN 12の事業分野

公共
Public Utility Systems

産業・F A
Factory Automation Systems

ビル
Building Systems

世界90カ国以上で稼働する三菱昇降機（エレベーター、
エスカレーター）は、安全・安心に加え、高い輸送効率を
先進のテクノロジーで実現しています。また、IoTやAIを
活用し、ビル利用者の出入り状況に応じて昇降機・空調・
照明といったビル内設備を稼動させるなど、効率的で
快適なスマートシティ・スマートビルの実現に貢献
します。

街やビルのスマート化を支える。

主な製品及び開発テーマ

・ エレベーター
・ エスカレーター
・ ビル管理システム
・ ビルセキュリティーシステム

シーケンサーやレーザー加工機などのFA分野で、世界
トップクラスのメーカーとして各国の「ものづくり」を
支えています。また、FA 技術と IT 技術を活用し、開発・
生産・保守のトータルコストを削減することで、一歩先の
ものづくりを支援するソリューション「e-F@ctory」も
展開しています。

リーディング企業として日本の、
世界の「ものづくり」を支える。

主な製品及び開発テーマ

・ シーケンサー
・ サーボ
・ 省エネ支援システム
・ レーザー加工機
・ 産業用ロボット
・ 配線用遮断器

人々の快適な暮らしを支える社会インフラに関する数々
の分野で事業を展開しています。水環境システムをはじ
め、高度な技術で社会が必要とするものをつくり出し、安
全・安心な社会づくりや、地球環境に配慮した社会の実
現に貢献します。

もっと良い未来のために、
確かな生活基盤を最先端の技術で。

主な製品及び開発テーマ

・ 水処理技術
・ 防災情報システム
・ ヘリサットシステム

半導体・電子デバイス
Semiconductors & Devices

通信
Communication Systems

宇宙
Space Systems

これまでに世界各国で650機以上の人工衛星開発に
参加しています。宇宙環境を再現できる試験設備を
備え、人工衛星の設計・製造・試験を一貫して自社内で
行うことができます。また、ハワイの「すばる望遠鏡」や
チリの「ALMA望遠鏡」など、大型望遠鏡の分野でも
世界をリードしています。

宇宙という広大なビジネスフィールドで
先端技術が活きる。

主な製品及び開発テーマ

・ 人工衛星
・ 人工衛星搭載機器
・ 大型望遠鏡

インターネットなどの通信インフラ上で、高画質動画
コンテンツなど大容量データを高速でやりとりするための
光通信システム製品を手掛けています。また、安全・
安心な社会の実現に貢献する映像セキュリティー
システムや、エネルギーの最適利用に向けたスマート
メーター用無線通信システムなど、多彩な製品を通じて
豊かな社会づくりを支えます。

情報を「送る」技術で、
快適なコミュニケーションを実現。

主な製品及び開発テーマ

・ 光通信システム
・ 映像セキュリティーシステム
・ 無線通信システム

家電から宇宙まで、機器のキーデバイスとして活躍し、
我々の暮らしを豊かにする半導体・デバイスを提供して
います。特にパワー半導体は家電製品や産業機器、
電気自動車、鉄道などの電力制御やモーター制御、
風力発電や太陽光発電などあらゆる分野で活躍。その
性能によって各分野で高い省エネ効果を生み出して
います。

より豊かな社会を支える
キーデバイスを提供。最先端技術に挑戦。

主な製品及び開発テーマ

・ パワー半導体
・ 光デバイス
・ 高周波デバイス
・ 赤外線センサ

自動車機器
Automotive Equipment

交通
Transportation Systems

エネルギー
Energy Systems

創業以来続く伝統あるビジネスで、発電から送変電、
配電に至るすべてのフェーズにおいて、世界各国の
電力インフラの発展に大きく貢献してきました。再生可能
エネルギーやスマートグリッドなど電力供給の多様化・
分散化を受け、パワーエレクトロニクス技術やICT、IoTを
活用した新たなビジネスにも積極的に展開しています。

川上から川下まで、
国内屈指の総合力で電力インフラを構築。

主な製品及び開発テーマ

・ 変圧器
・ 開閉器
・ 系統安定化システム
・ 直流送電システム
・ 発電プラント計装制御システム
・ スマートメーター
・ 蓄電池システム
・ タービン発電機

1964年の開通以来、すべての新幹線の車両システム、
運行システムの開発に携わってきた技術力。そして、
さまざまな分野で培ってきた電力や通信などの技術を
集結し、省エネにも貢献しています。既に世界約30カ国で
当社の製品が採用されています。これからも省エネで
安全・快適な国内外の鉄道を支えていきます。

車両用機器・システムを
トータルで提供する「鉄道の三菱」。

主な製品及び開発テーマ

・ 車両用主回路システム
・ 車両情報管理装置
・ トレインビジョン
・ 車両用空調装置
・ 電力管理システム
・ 列車運行管理システム

多彩な製品群で、
モビリティ社会の発展を下支えする。

主な製品及び開発テーマ

・ エンジン電装品
・ エンジン制御製品
・ 電動化関連製品
・ 電動パワーステアリングシステム
・ ADAS関連製品
・ 自動搬送モビリティサービス

ITソリューション
IT Solutions

ホームエレクトロニクス
Home Electronics

空調・冷熱
Heating, Ventilation & Air Conditioning

ルームエアコン「霧ヶ峰」に代表される住宅用から、ビル用、
産業用まで幅広く省エネ効率の高い空調・換気システムを
グローバルに提供しています。一方で冷凍・冷蔵などの産業
冷熱分野においても、コールドチェーンを支える低温倉庫
や食品加工場、温浴施設や工場など、幅広いお客様に低
温・給湯システムを提供しています。

家庭から産業まで、幅広い温度ニーズに
省エネ技術でグローバルで応える。

主な製品及び開発テーマ

・ ルームエアコン「霧ヶ峰」
・ ヒートポンプ式温水システム
   「ATW(Air to Water)」
・ 換気システム「ロスナイ」
・ 空冷ヒートポンプチラー
   「DT-R」

共働きや少子高齢化など生活環境が多様化するな
かでも、家事の必要性は変わりません。お客様の生
活を支え、家事をラクにする当社独自の商品開発に
注力しています。当社独自の家庭電器商品の開発・
製造・販売・サービスで、日本国内だけでなく、世界
の人々の豊かな暮らしづくりに貢献していきます。

多様化する生活を助け、家事をラクにする、
家族が笑顔になる価値提供を目指して。

主な製品及び開発テーマ

・ 冷蔵庫
・ ジャー炊飯器
・ IHクッキングヒーター
・ ヒートポンプ給湯機
   「エコキュート」

三菱電機グループは金融機関や製造現場、社会インフ
ラ（交通・航空・空港・電力）など幅広い分野において、
暗号化をはじめとするセキュリティー技術やAI、loT技
術、クラウド基盤の活用により、豊かな暮らしと社会を
支えるITソリューションを提供しています。

暮らしのあらゆる場面に、
I Tで快適・安心・発展を提供。

主な製品及び開発テーマ

・ 金融業向け大規模ネットワーク
・ 映像解析ソリューション
・ 製造業向け生産管理システム
・ 航空管制システム

幅広い事業領域、そしてそれらを統合させ、生み出すソリューション。きっとあなたが「わくわく」するフィールドが待っています。

フィールドは家庭から宇宙まで

世界で初めて※1製品化した電動パワーステアリングをは
じめとして、世界トップクラス※2のシェアを誇る数多くの
製品で安全・安心・快適なクルマづくりを支えています。
電気自動車やハイブリッド車の普及、自動運転の実現な
ど、変わり続ける時代のニーズをさまざまな視点からとら
え、誰もが安全に安心して利用できるモビリティ社会の実
現に貢献していきます。　　※1：1998年当社調べ　※2：当社調べ

15 16



センシング技術による
安全運転のサポート

準天頂衛星 みちびき
人工衛星から

測位補強情報を車両に送信

車車間連携通信技術

車両コントロール技術

測位補強情報生成技術

高精度3次元地図生成技術

自動運転支援技術のための技術連携

ZOOM 三菱電機IN シナジー創出

シナジーとは、さまざまな分野が掛け合わされることで生まれる「相乗効果」のこと。
総合電機メーカーだからこそ生み出せる、シナジーを活かした最先端技術があります。

分野をこえて、新しい未来をつくる

2020年4月に新設された「ビジネスイノベーション本部（BI本）」は、当社グループが
保有する技術やノウハウを統合し、新しい領域でのソリューション事業創出に
チャレンジする組織です。BI本メンバーは各事業本部との連携を図るとともに、
当社にない技術や先進的なビジネスを行う企業の探索などを進め、スタート
アップ企業への投資をはじめとしたオープンイノベーションも活用しながら
新事業創出を推進し、社会課題の解決に貢献していきます。

シナジーが生まれる場所「ビジネスイノベーション本部」

磨かれたセンサー技術やAIを活用し、より過ごしやすい住空間へ
家庭内のさまざまな製品にも、三菱電機の技術力は活か

されています。おうち時間が増えているなかで、住空間の

快適さはQOL（Quality of Life）に直結する1つのポイン

ト。だからこそ、住まいの環境を整える空調・冷熱機器もさ

らなる進化を遂げています。三菱ルームエアコンは、特に

センサー技術の高度化とIoT・AI技術による自動化に挑

戦しています。例えば、高精細赤外線センサーで体温や

心拍数などの情報を分析する技術には人工衛星「だい

ち２号」に搭載されたセンサー技術を応用。それだけで

なく、外気温や日射熱から室温変化をAIが先読みし、自

動で室温調整をするなど、IoT・AI技術の展開も進んでい

ます。ニーズの変化やさまざまな家庭のかたちに寄り添

えるように日々技術を磨いています。

「霧ヶ峰FZシリーズ」がQOLを高める

「自動運転技術」でより安全なクルマ社会に
宇宙の視点から集めた情報が、
より安定した運転をサポートする
自動運転を実現するには、クルマの位置や周囲の状況など多種多様な情報が不可欠で

す。さらに収集した情報をもとに、ハンドルやアクセルをコントロールする高い技術力も

求められます。次世代の自動運転技術を目指し、高度な情報収集機能と運転制御機能

を追求したのが、三菱電機が設計・製造した準天頂衛星システム「みちびき」を活用した自

動運転技術です。人工衛星を介して位置情報の誤差を補正し、高精度3次元地図データ

と照らし合わせるシステムで、センチメータレベルの正確な位置情報の把握が可能にな

りました。さらに、カメラやセンサーを活用し、道路の傾斜や建物の高さなど周囲の情報を

緻密に認識することで、より高度な状況判断が可能になり、安全な運転を実現しています。

SYNERGY

03

SYNERGY

02

SYNERGY

0 1

ワクワク

ぐいぐい

ICTソリューションが、電気をより安心・安全に
再生可能エネルギーの普及や、2016年にスタートした電力の「小売全面自由化」など、電力産業は日々大きく

変化しています。そんな中、幅広い電力技術とICTの融合による、電力システムの新しい価値創出を目指して

います。三菱電機は電力データ収集率99.9％以上の「スマートメーターシステム」を用いたデータ収集から

メーターデータを応用する電力需給管理システムまで含めたトータルサポートができるリーディングカンパニー

です。エネルギー分野でも、さまざまな分野の知見と技術を活かし、人々の暮らしをサポートしています。

電気を選べる暮らしをサポートする

自社開発製品である電力市場向けパッケージ型
ソフトウェア製品「BLEnDer®（ブレンダー）」

シリーズ。需要予測から顧客管理までさまざまなシステムを提供し、高度化
する新電力事業をサポートしています。

 ×  × 公共 ITソリューションエネルギー

　　　　　

需要予測 電力取引支援

再エネ管理 情報公開

メーターデータ管理 顧客管理

※今後の車社会をイメージした演出です

ムーブアイmirA.I.＋
（ミライプラス）

スマートフォン専用アプリ
「霧ヶ峰REMOTE」操作画面

陸域観測技術衛星2号
「だいち2号」

 × 自動車機器 宇宙

三菱ルームエアコン

 ×  × 宇宙空調・冷熱 ITソリューション
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❷ 安心・安全・快適な社会の実現

三菱電機グループは創立以来、製品やサービスを提供
することにより社会に貢献してきました。今後も、「活力と
ゆとりある社会」の実現に向けて、事業を通じた社会課
題の解決に取り組んでいきます。

ZOOM 三菱電機IN サステナビリティ

三菱電機グループは社会課題を解決していく企業であり続けるため、価値創出への取り組みをより一層推進していきます。

サステナビリティの実現を経営の根幹に据え、
事業を通じた社会課題解決を推進する。

三菱電機グループの経営方針
「成長性」「収益性・効率性」「健全性」の3つの視点によるバランス経営に加えて、「事業を通じた社会課題の解決」という原点に立ち、サステナビリティの
実現を経営の根幹に位置づけています。これにより、企業価値の持続的向上を図り、社会・顧客・株主・従業員をはじめとしたステークホルダーへの責任を
果たしていきます。

三菱電機グループがつくるサステナブルな未来

マテリアリティ(重要課題)

国際社会の動向や経営環境の変化を受け、サスティナビリティの実現に
貢献するため、「事業を通じた社会課題解決」「持続的成長を支える
経営基盤強化」の２つの面から５つのマテリアリティ（重要課題）を特定
しています。

三菱電機グループが目指す社会は、一人ひとりが幸せで笑顔でい
られる社会。そこには従業員も当然含まれます。心に笑顔あふれる従
業員が、社会の困っている人々、苦しんでいる人々に思いを巡ら
し、その人たちを笑顔にしていく。そんな社会の実現に向けて、三菱
電機グループはこれからもサステナビリティに取り組んでいきます。

持続可能な地球環境の実現

安心・安全・快適な社会の実現

あらゆる人の尊重

コーポレート・ガバナンスと
コンプライアンスの持続的強化

事
業
を
通
じ
た

社
会
課
題
解
決

持
続
的
成
長
を
支
え
る

経
営
基
盤
強
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企業風土づくり

活力とゆとりある社会の実現のために。

5つの課題領域

カーボン
ニュートラル

自社と社会のCO₂を
減らし、気候変動を
抑える脱炭素社会

の実現

サーキュラー
エコノミー
資源が有効
活用され、
持続的に循環
する社会

安心・安全

様々な環境変化や
リスクに対応できる
レジリエントな社会

インクルージョン

あらゆる人を尊重し、
誰もが自由で公正に
いきいきと過ごせる

社会

ウェルビーイング

一人ひとりの
心身共に健康で
快適なくらし

三菱電機グループが2050年に目指すのは「笑顔あふれる持
続可能な社会」。その実現に向けて、私たちは5つの課題領域
に取り組んでいます。なかでも「カーボンニュートラル」への対
応は、三菱電機グループが特に強みを発揮できる領域です。
2030年度には工場・オフィスでの温室効果ガス排出量を実
質ゼロにすることを目指すとともに、カーボンニュートラルな
社会の実現に向けた事業の創出・拡大にも
取り組んでいきます。サステナビリティの取り
組みの詳細は「三菱電機グループサステナビ
リティレポート2023」をご覧ください。

❺ サステナビリティを志向する企業風土づくり

三菱電機グループがサステナビリティの実現に貢献するためには、「社会
課題解決に向けて長期視点で取り組んでいくこと」「社会の変化に対す
る感度と適応力を持つこと」、そして「ステークホルダーに対して積極的に
情報開示を行っていくこと」を、企業風土として根付かせ
ていくことが重要です。企業風土づくりは短期間で成し得る
ものではないため、持続的経営を支える経営基盤とし
て、時間をかけてしっかりと取り組んでいきます。

❹ コーポレート・ガバナンスとコンプライアンスの持続的強化

三菱電機グループは、経営の機動性、透明性の一層の向上を図るとと
もに、経営の監督機能を強化し、持続的成長を目指しています。顧客、株主
を始めとするステークホルダーの皆様の期待に、より的確に応える体制を
構築し、更なる企業価値の向上を図ることを基本方針として
います。加えて、倫理・遵法の徹底はもとより、「企業倫理」
の観点も含めたより広義の「コンプライアンス」は、会社が
存続するための基本であると認識しています。

❸ あらゆる人の尊重

三菱電機グループは、事業を行う各国・地域において、広く人や社会との
かかわりを持っていることを認識し、すべての人々の人権を尊重します。 
また、多様な人財が活躍できるようダイバーシティを推
進すると共に、全従業員が心身の健康を維持し、いきい
きと働ける職場環境の実現に向け、グループを挙げて全
力で取り組んでまいります。

❶ 持続可能な地球環境の実現

三菱電機グループは、環境課題への長期的な取り組み姿勢である
「環境ビジョン2050」の下、製品・サービスにおけるイノ
ベーションの推進と統合ソリューションの提供により
「カーボンニュートラル」と「サーキュラーエコノミー」の実
現を目指します。
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	三菱電機_採用パンフ_確認用_231120
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